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あらためまして、星野リ

ゾートの森と申します。本

日は貴重な機会をいただ

きまして、ありがとうござい

ます。ご存じのとおり当社

は日本国内や国外でホテ

ル・旅館の運営を行ってお

りますホテルオペレーター

でございます。港湾やみな

とまちづくりの専門というわけでは全くございませんので、技

術的に何か専門的なところでお役に立てることはなかなかな

いと思っていますが、我々の下関での取り組みを通じて、我々

がどういう視点でこの下関の港を見て、どういう提案をした

のかという経緯やプロセス、実際の提案内容をご紹介させ

ていただいて、今後皆さんのみなとまちづくりに関して少しで

も参考になれば幸いです。

簡単に自己紹介をいたしますと、私は星野リゾートの国内

企画開発グループでプロジェクトマネージャーをやっており

ます。仕事の内容としては日本国内におけるホテル・旅館の

開発・改装の企画・推進を行っておりまして、北は北海道か

ら南は沖縄まで施設がありますが、新規の開発の計画、企

画を立てて、予算立てをし、デザイナーを探して、実際の交

渉をして開業までもっていくというようなことを仕事にしてお

ります。

略歴としては、私はもともと大学で都市計画・まちづくりを

専攻しておりましたが、新卒で不動産デベロッパーに入社し

て、オフィスや商業施設、ホテル、高齢者施設等、いろいろ

な開発に従事した後に、2021年から星野リゾートでこういっ

た仕事に携わらせていただいています。

本日の流れですが、簡単にこちらでマスタープランのご提

案の経緯について説明させていただいた上で、実際の提案

の内容をご説明させていただいて、今、実際にその計画がど

のような形で進んで実現に向かっているのかの取り組みに
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なっていくことにも貢献していけるのではないかと、こういっ

た提案をさせていただいています。既存のイベント、しもの

せき海峡まつりや有名な花火大会といったものは、やはり

ゴールデンウイークや夏休み、言ってしまえば放っておいても

人が集まるような時期に行っている状況で、これ自体、もち

ろん素晴らしいイベントではあるのですが、いかにそれ以外

のときに人を集めていくのかという視点が非常に重要である

と捉えています。

いわゆる海峡という立地を生かしたような陸と海、船も絡

めたイルミネーションイベントのようなものや、こういった朝

市、マーケットのようなものも、海を挟んで巡るというだけで

も、すごく特別な体験としてつくっていけるのではないかと。

音楽フェスのようなものも、船で移動しながらいろいろな島

を巡ったり、そういった船での移動も非日常体験として演出

するような提案を出すとか、そういったところも実現していけ

ると、いろいろな発信につながっていくのではないかと思っ

ています。

⑥計画の推進

最後に、「このような取り組みの状況です」というご説明に

なります。これは我々から提案させていただいたマスタープ

ランを推進していくにあたって、どういう体制がいいのかとい

う組織体制の案で、実際、これにかなり近い形で今プロジェ

クトが進んでいます。下関市さん、まちづくり、ランドスケー

プ、照明、交通、そういったところの専門家の方々、あとは

地元の事業者さんといった方々で構成されるデザイン会議。

この方々が実際にこのエリアでこのマスタープランをどのよ

うに、どのようなスケジュールで、どういう施策をもって進め

ていくのかという会議やプロジェクト化を担っています。意思

決定機関である推進会議、ここには市長や地元の経済団体

の方々、商工会の方々、我々の代表もここに参加させていた

だいている形ですが、デザイン会議から実際にプロジェクト

の内容、予算化、そういったところを推進会議に提案して、

そこで承認を得て進めていくようなサイクルのもと、プロジェ

クトを推進しているところです。

デザイン会議の方々は「カイキョーリボーンプロジェクト」と

いうことでプロジェクトを立ち上げてくださって、今、推進を

していただいています。

今、提案したような船の活用やそういったところを一つ一

つ社会実験をやりながら効果を検証して、いいものは実現に

向けて動いているところで、実現フェーズに入ってから1年が

終わったところですので、まだまだ社会実験というところで

すが、こういったサンセットクルージングの取り組みや、今は
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こういったあるかぽーとですが、もともとは本当に真っ暗、夜

になると照明が何もなくなって誰も近づかないような場所に

なっていたのを、仮設の照明で水族館とか、その周りにある

噴水をライトアップしてみたり、実際に人がどれだけ夜に滞

在していただけるのかといったことを検証しながら、すごく素

敵な場所になったのではないかと思っていますが、このよう

に地元の事業者さんが中心になって、我々が提案したマス

タープランをベースにしながら、このまちの魅力を高めること

を実際に取り組んでいただいている状況です。

ここまで、我々の提案と推進の状況をご説明させていただ

きました。皆さまの港湾のまちづくりに何かヒントになるよう

なアイデアが一つでも見つけていただければ、今日機会をい

ただけたことがよかったかと思っております。長時間にわたり

ご清聴ありがとうございました。（拍手）

司会 堀川　ありがとうございました。個人的には私も下関、
小倉、門司エリアに通算で7～ 8年住んでいたので非常に

愛着のある所で、今後どうなるか大変楽しみなプロジェク

トだと思います。

　　それでは、時間が少しございますので、もう少し深く知
りたいとか、実のところどうなのとか、いろいろあるかも

しれません。ご質問のある方がいらっしゃいましたら、お

願いしたいと思います。いかがですか。どうぞ。

質問（高田氏）　貴重なご講演ありがとうございました。高
田と申します。堀川さんのように7年は住んでいないのです

が2年は下関に居た者として、またこの夢が実現化に向か

うということで、非常に興味深く拝聴させていただきまし

た。その中で、まさにおっしゃっていただいた地域の港の

特性を観光資源としてしっかり捉えて、そのポテンシャル

に磨きをかけていくという、関門海峡の高め方について興

味がありまして、また、浚渫船を観光資源として使われて

いるところが、非常に大きな気付きを得させていただいた

と思います。また、モビリティの計画や他の港に明らかに

横展開できる案をご紹介いただきまして、ぜひこういう計

画がうまくいきましたら、本当の地域の港の活性化する要

素になると思った次第です。

　　そこで、1点だけ質問ですが、クルーズ船について、小
型のものとかがありましたが、あるかぽーと下関の前に水

深10 ～12mぐらいの、かなり長い300mぐらいあった、あ

の岸壁に、例えば、中小型のクルーズ船の何か着岸してい
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るのをライトアップとか、そういうものを使う計画も恐らく

あるのではないかと思ったのですが、差し支えない範囲で

ご教示いただけることがありましたら、教えていただけれ

ばと思いまして、質問させていただきます。

森氏　ご質問ありがとうございます。ご指摘のとおり、ある
かぽーとの岸壁が中型クルーズの着岸岸壁になっていまし

て、現在年間10隻ぐらいの着岸となる場所です。このク

ルーズ船とこのエリアを結び付けてというところに関して、

今、具体的な絵があるわけではないのですが、やはり、

我々も観光業をやっていて、こういったクルーズ事業者さ

んとお話しする機会もあって、その中ですごく興味深い話

を伺ったのが、日本の港はどうしても陸路の交通網が発

展してきたことによって裏口化して勝手口のような形に

なってしまったというような言われ方をされていて、ただ、

その中で下関はやはり、港とまちがすごく距離が近くて、そ

こがすごくいいとお話をいただいたのがすごく印象に残っ

ています。

　　そういった中でクルーズ船が着岸したときに、もちろん
地元の方々がテントを出して、お店を出してお出迎えという

ようなことをいろいろなところでやられていると思います

が、ハードルが高いことではあるのですが、やはり、岸壁

自体に常に人が滞留していて、そこで過ごしているシーン

自体にクルーズ船が着岸をして、そこでいろいろな交流や

にぎわいが生まれてくることは、すごくいいシーンになって

くるのではないかと思っています。クルーズ船が着岸する

場所と考えたときにも、港自体が勝手口ではなくて、本当

に出迎えの場所としてにぎわっているような印象をつくっ

ていくことによって、クルーズ事業者さんの新たな呼び込

みにもつながってくると思いますし、乗客の方々の満足度

にもつながってくると思いますので、岸壁周りをにぎわいの

場所として活用していくことが実現できるかということが

大事な取り組みであるのではないかと考えています。

司会　ありがとうございました。他に何かございますか。ど
うぞ。

質問（宮本氏）　ホテルを計画し、運用するプロが港を特徴
とする基盤で貴重な講演をいただきました。私も若いころ

は港の土木を体験しています。質問は、最後に体制の話を

されました。デザイン会議が実質中身を検討して、さらに

意思決定までやられているということで、その下にカイ

キョーリボーンというキーワードというか、売りの言葉を書

かれています。

　　いずれその後援者、あるいは星野リゾートさんとしても

門司との連携は既に頭の中にあると思うのですが、私も部

外者として、あそこを京都のまねをした大文字的なものを

下関側の人が楽しむとか、昔は武蔵と小次郎が間の海峡

でやった、もちろんわかめを採るということも海峡で行わ

れているとかいうことがあるのですが、港だけでも対岸と

のリンク、例えば、船をメンテする場所だけではなくて、い

ろいろな応援を外の対岸でやった、そういう海峡を挟む門

司側との連絡は意思決定機関から下りてくるのを待ってお

られるのでしょうか、デザイン会議でもそういう議論が沸

いてきているのでしょうか。そういう港としての連携、有

効活用というようなことをお聞きしたいです。よろしくお願

いします。

森氏　ありがとうございます。そうですね、基本的には上か
ら下りてくるのを待っているということでは物事はあまり

進んでいかないと思いますので、デザイン会議メンバーが

先頭になって、そういった門司との連携というところも検

討・提案ということで進んでいくのではないかと思っていま

すが、まずはリゾナーレ下関の開業に向けてあるかぽー

と・唐戸エリアを使っていくのを、実現フローとしては第1

ステップに置いているので、まずはそこに力を入れてしっ

かり港の海峡際のラインを活用していくことを進めている

状況です。

　　その次のステップとして、関門を挟んだ連携、海をまた
いだ一体となったプロジェクトも、今、門司港側も、例え

ば、門司港レトロ地区と観光地の指定管理の方々が新しい

メンバーに代わって、向こうも変わろうとしている雰囲気が

あって、そういった方 と々デザイン会議のメンバーも実際に

はつながりがあったりする状況ですので、まだ具体的にプ

ロジェクト化には至っていないのですが、そういったとこ

ろの関係性から一つ一つ取り組みが生まれてくるのかなと

考えています。抽象的な回答になりますが。

司会　よろしいでしょうか。そろそろ時間になってきたので
すが、もう1問あれば。

質問（山縣氏）　今日はご講演ありがとうございました。私も
対岸の門司港に4年いた者で、想いがあるものですから、

今日お話を聞いて下関側がどんどんにぎわってくると、エリ

アとしてこれからプラスで、いろいろなことが起こりそうだ

と予感がしました。聞いていて思ったのが、一つは、門司

港レトロの場合、非常に素晴らしい再開発ができたと思い

ますが、ただ、いかんせん、土日に集中型で平日があまり

人が来ない。先ほども説明の中で学術・研究機関を誘致

してという話がありましたので、そこは私も同感で、ぜひ
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平日でも人が居られるような、そんな企業や学校の誘致を

実現してほしいと思っています。

　　もう一つは、門司港の場合、レトロ地区はにぎわうので
すが、旧市街地はどうも全然にぎわわないということがあ

るので、ぜひ下関側においても、もともとの市街、繁華街

ですか、ああいうエリアとこのウォーターフロントエリアを

うまく相乗効果でにぎわえるような、そういう仕掛けをぜ

ひ星野リゾートさんのノウハウで何か提案していただくと、

非常にいい例になるのではないかと思っています。よろし

くお願いします。

森氏　ありがとうございます。まさに、ご指摘のとおりだと
思っています。本当に、今、グリーンベルトという緩衝帯

で挟んだ山側にこういった唐戸商店街や、先ほど豊前田商

店街とか、より本当にローカルな見どころを持った街並み

やお店が広がっている状況です。唐戸・あるかぽーとエリ

アは本当に外から人を呼び込む集客の機能を持っている

場所だと捉えているのですが、にぎわいがこの中だけで

完結するのではなくて、こういったサインや背後の市街地

との視線の抜け、そういったものをうまくつくっていくこと

によって、よりディープな本当の下関のローカルな魅力に自

然と引き込まれていくような、そういった仕掛けはぜひつ

くっていきたいと思っています。

　　そういったことをつくっていくことによって、本当に地域
の方々の商業的な活力も生まれてくると思いますし、この

あるかぽーとエリアが「観光客のための場所でしょ」と地

元の方からあまり愛されない場所になってしまうのは望ま

しいことではないので、観光客も地元の方も一緒に楽しん

でいるエリアになっていくためには、既存の市街地とのつ

ながり、にぎわいの波及を実際に考えていく必要があると

考えています。ありがとうございます。

司会　ありがとうございました。お時間となりました。まだ
ご質問があるかもしれませんが、この辺でみなとまちづく

り研究会を終了させていただきます。それでは、ご講義い

ただいた森様にもう一度拍手をお願いします。ありがとう

ございました。（拍手）




